
176

4.スウェーデン

｢比較教育｣編

1.普通教育としての技術教育の現状

スウェーデンの第1学年から第9学年までのカ

リキュラムには ｢普通教育における技術教育｣の

点からみると2つの必修教科があり,1つはスロ

イド (S16jd,工作科または工芸科)であり,他の

1つは技術科 (Teknik,テクニーク)である｡以

下にスウェーデンのこれらの教科の教育課程上の

位置,施設 ･設備,これらの教科の授業の様子な

どについて述べる｡

(1)スロイド

スロイドはその教科が導入されてから120年以

上の歴史を持つ教科で,その教科の性格も変化し

てきた面を持つが,基本的には手を使って道具を

用いて ｢ものづくり｣をおこなう教科である｡ス

ウェーデンでは,男子は木を,女子は繊維を主な

材料とする ｢教育的スロイド｣が長期にわたって

実施され,1980年代頃よりそれぞれについての男

女共学化が進められた｡現在のスロイドの授業で

は,第3学年から第7学年まで木や金属などの固

い材料を扱う木工 ･金工スロイドと布などの柔ら

かい材料を扱うテキスタイル ･スロイドの2種類

のものが ｢ものづくり｣の体験的学習として教え

られている(1)｡これらの学年では,通常のクラス

を半分に分け (半学級),生徒は前期と後期で両

方の授業を交代して受ける｡したがって,スロイ

ド担当教師 (現在ではテキスタイル ･スロイドと

木工 ･金工スロイドのそれぞjtの専科教員が担

当)は15名をこえて授業をおこなうことはない｡

さらに第8学年と第9学年では,木工 ･金工スロ

イド,テキスタイル ･スロイドのどちらかを生徒

が選択して学習している (教科内選択)｡つまり

第3学年から第9学年までスロイドは必修教科と

して位置づけられている｡授業時間は学校によっ

て異なるが,多くは過に1回で80分か110分であ

る (日本の学校でいう2時間連続の授業に相当す

る)o筆者が2004年2月に訪間したウメオ市郊外

の学校のスロイドの授業の様子や設備の一部を撮

図5.4.1 木工スロイドの授業の様子

図5.4.2木工スロイドの授業の様子














